
た
る
始
発
に
よ
る
大
数
動
に
仲

へ
る
-
の
な
る
は
憩
橡
す
る
に
難
か
ら
す
e

単

著

文

献

T
F

Beck-
E
rz
lagersta
ettenJ
chre
二
､
id
d
ing
s-

Igneous
R
ocks
三､
野
m
勢
次
郎
-

木
曾
間
隔
北
岡
紀
別
巻

凹
､
佐
藤
停

灘

-
岩
村
地
質
鶴

五
､
加
搬
耗
央
-
餓
舵

地
質
撰

六
､
両
口
銭
臓

-

蝕
駐

韓
七
､
平
林
武
-

髄
構
川
端
佃
銑
粧
約
数
報
せ

八
'
坪

谷
串
六
-

光
北
地
方
の
火
成
封
に
兄
ら
る
1
管
長
石
化
作
用
71
就
て
(地

質
準
榔
BL.J;
昭
和
二
年
六
月
親
)

九
'
木
下
曲
城
-

-
山村
石
鎌
物
故
槻
解
の

期
槻
鍍
研
究

7
0
'
矢
部
長
滝
-

紙
魚
川
脚
朋
地
柵
触
(
現
代
の
科
挙
節
大
塔
約
三
雛
)

T
T
'
穂
川
虫

7
-

離
縮
ブ
ロ
ッ
ク
と
朕
濃
プ
ロ
･.～

グ

(灼
桝
韓
評
論

大正
十
四
非
十
二
月
)

7
二
'
溢
原
状
平
-

地
約
と
地
裂
紬
と
に
放
て
(大
正
十
四
年
九
月
地
税
政
簡
)

T
三
'
同
-

地
形

の
附
合
と
州
粒
灘
大
地
鰐
(範
毅
雑
誌
大
正
十
三
咋

7
月
)

四
国
に
於
げ
ろ
上
部
白
壁
紀
暦
の
分
布

)ヾ構
造
線
に
就
き
て

江

尻

展

伍

上
部
白
輩
紀
暦
の
四
囲
に
於
げ
ろ
分
布
を
見
る
に
p
或
は
結
晶
片
岩
の
北
に
或
は
有
産
層
の
南
練
に
或
は
四
寓
十

川
統
中
に
存
在
し
､
骨
之
等
の
宙
斯
岩
層
ビ
断
層
を
以
て
界
L
叉
は
之
に
介
在
せ
る
を
見
る
､
今
之
を
介
て
左
の
五

暦
だ
な
す

ペ
し
｡

二

和
泉
砂
岩
健

二
､
立
EiA瞥

三
㌧
宇
和
島
暦

四
､
中
村
暦

五
､
泰
牛
利
川
暦

叫
'
和

泉

砂

岩

暦

此
の
地
層
に
関
し
て
は
轟
に
本
誌
第
四
懸
第
五
鶴
に
於
て
之
を
諭
せ

-
'
常
時
之
を
下
部
よ
-
上
部
に
向
で
湊
貫

四
問
に
放
け
ろ
上
郡
･E
誠
紀
厨
の
分
神
と
柵
延
髄
.1
就
さ
て

1(T

二
一

鹿静
･

歯

.,+;

･､--･p･



地

減

第
九
食

餌
三
親
.

完
二

二
二

岩
､
津
井
磯
岩
'
阿
珊
突
貫
岩
､
鐙
晒
砂
岩
､
頑
良
質
岩
､

由
良
砂
岩
及
貫
岩
'
北
阿
甫
砂
岩
に
分
ち
和
泉
砂
岩
暦

の
北
側
な
る
花
園
岩
ど
の
堺
に
断
層
あ
-
､
叉
南
側
な
る
結
晶
片
岩

だの
界
を
な
す
中
央
大
断
暦
線
に
平
行
し
て
和

泉
砂
岩
府
中
に
断
層
あ
る
こ
亡
を
述

べ
た
-
き
｡

其
後
鹿
灘
に
而
す
る
俳
崎
(
愛
媛
糎
宇
摩
郡
)
の
貫
岩
中
よ
-
浬
尉
俊
治
氏
は

(noceram
us
le
gul
aris

を
獲
た

り
之
れ
恐
ら
-
撫
養
-
三
島
線
の
北
側
な
る
由
良
砂
岩
及
貫
岩
層
の
西
方

へ
の
延
長
な
る
ペ
し
､
同
氏
は
史
に
愛
媛

煤
周
桑
郡
古
的
(
壬
庄
川
の
四
両
)
の
貢
岩
申
よ
-
H
am
ites
を
獲
た

ゎ
､
此
の
地
は
北
方
の
花
園
岩
に
接
し
恐
ら

-
阿
那
賀
頁
岩
腎
の
該
骨
層
な
る
ペ
L
O
四
囲
の
和
泉
砂
岩
暦
は
四
囲
を
兼
北
に
横
断
す
る
二
大
断
層
に
よ
-
て
裁

断
せ
ら
る
.
之
等
の
断
層
に
就
て
は
之
を
後
述
せ
ん
も
.
其
の

1
を
引
田
-

野
市
線
､
他
を
壬
生
川
-
八
幡
薦
線
だ
な

す
｡
阿
波
撫
養
万
両
の
和
泉
砂
岩
闇
は
前
者
に
よ
-
て
語
岐
陸ー
引
田
方
面
の
和
泉
砂
岩
暦
よ
･n
戴
断
せ
ら
れ
'
推
挙

側
は
水
平
に
約
十
二
粁
兼
北
に
向
て
移
動
し
､
其
際
撫
養
の
和
泉
砂
岩
暦
は
淡
路
曹

梓
の
和
泉
砂
潜
暦
だ
共
に
南
西

に
引
き
曲
げ
ら
れ
且
つ
引
き
ち
ぎ
ら
れ
た

り
､
鳴
門
海
峡
は
賓
に
此
の
局
部
に
該
督
す
る
も
の
ど
な
す
｡
更
に
引
田

方
面
の
和
泉
砂
岩
健
は
閣
健
町
の
南
に
於
で
価
崎
-
湯
浪
断
暦
線
に
よ
り
で
裁
断
せ
ら
れ
た
る
後
､
定
に
西
棟
の
酉

に
於
で
前
述
せ
る
壬
巷
川
-
八
幡
潰
銀
に
よ
-
て
松
山
方
面
の
和
泉
砂
岩
静
よ
-
裁
断
せ
ら
れ
ー
後
者

(
給
山
方
面

の
和
泉
砂
岩
圏
)
は
約
二

1
粁
南
西
に
移
動
せ
る
も
の
の
如
し
｡
於
山
方
面
の
和
泉
砂
岩
闇
は
北
側
の
花
園
岩
ど
の

界
に
新
ら
し
き
花
観
岩
の
逃
出
あ
る
為
め
其
の
境
界
直
線
を
成
さ
ず
､
又
南
方
の
結
晶
片
岩
を
界
す
る
断
層

(
中
央

大
断
骨
組
に
相
皆
す
る
)
は
東
北
に
敢
断
す
る
小
断
層
の
絡
め

Z
ig
zag
の
外
形
空

不
せ
rn
｡

こ

､
立

江

酪
旧



此
の
上
部
白
華
配
暦
は
筆
者
が
大
正
十
三
年
春
勝
浦
川
盆
地
の
下
部
白
壁
配
静
研
究
の
際
磯
見
せ
る
-
の
に
し
て

督
時
の
記
事
は
本
誌
第
三
食
静
六
親
に
あ

-
､
こ
の
地
階
は
砂
岩
貫
潜
没
激
暑
よ
-
成
･=
走
向
鑑
酉
に
し
て
北
にこ
傾

き
南
は
坂
本
-
沼
江
断
層
線
の
延
長
を
以
て
藤
浦
川
盆
地
の
立
川
磯
岩
層
に
界
L
I
北
は
重
安
-

沼
江
断
層
線
の
延

長
を
以
て
古
鐘
暦
に
界
し
.
粟
は
紀
伊
海
峡
に
よ
,り
て
限
ら
れ
た

わ
.
鼻
に
聾
者
は
こ
の
地
暦
の

一
部
な
る
常
食
の

砂
鷹
貢
岩
よ

り
ir.oceram
us
regutaris,
C
ucultaea
sachalinensis
及
海
臆
の

1
種
を
稽
た
る
が
､
衰

後
兼
大
地

贋
撃
数
富
佐
伯
班
撃
士
は
同
所
に
於
て

T
rigonia
sub.Val
is.Jim
b.,
As
t
a
r
t
e

c

f･
P
ack
lrd
i
W
hite
を
獲
た

ち
｡

三
~
宇

和

島

暦

-

此
の
地
層
に
関
し
て
は
鼻
に
筆
者
之
を
日
本
地
質
撃
地
川
撃
輯
報
第
三
番
第

一
淡
に
記
載
上
た

-
､
常
時
聾
者
は

下
部
よ
り
上
部
に
向
て
横

ノ
郎
磯
岩
p戎

ケ
鼻
砂
岩
市
､
城
川
貫
岩
野
に
分
ち
其
北
改
及
び
南
速
は
断
層
を
以
て
四
寓

十
川
銃
の
安
斐
川
暦
に
界
し
.
来
遊
は
安
嘉
川
静
に
封
し
て
不
生
食

な
る
べ
き
を
述

べ
L
が
､
其
後
棒
田
俊
治
氏
皮

大
野
作
太
郎
氏
もこ
依
-
て
松
丸
町
附
近
の
古
井
谷
に
於
で
又
泉
村
iZ
ケ
成
及
び
三
島
村
政
見
に
於
て

Inoceram
us

礎
見
せ
ら
れ
此
の
地
静
の
兼
方
に
延
ぶ
る
こ
ビ
明
か
に
し
て
周
遊
の
轟
情
よ
-
察
し
虎
見
川
に
沿
ひ
顔
見

-
桧
九
断

簡
線
あ
-
て
兼
方
の
安
盛
川
暦
.,J
沸
し
､
轟

に
井
上
博
士
が
聴
見
せ
る
近
永
の
石
衣
岩
安
斐
川
腎
は
不
整
令

の
闇
係

に
於
て
宇
和
島
層
,{q･J賞
-
も
の
の
如
し
､
兼
に
酉
方
に
於
て
宇
和
島
暦
は
遊
子
牛
島
の
r頚
部
L･i
る
大
内
ビ
青
桐
町
筒

方
の
立
日
ビ
密
通
ぬ
る
故
に
脹
ら
る
る
も
の
の
加
-
'
遊
子
牛
島
は
安
養
川
暦
よ
-
成
れ
ゎ
｡
期
し
て
宇
和
島
膚
は

略
は
斜
方
形
密
航
し
て
安
塞
川
暦
中
に
介
載
せ
る
を
見
る
ペ
L
t
宇
和
島
暦
の
暦
序
は
反
樽
の
状
に
あ
ゎ
て
､
其
の

最
上
階
LIB
る

べ
き
育
城
山
貫
岩
層
に
は
其
後
楽
村
上
保
田
にこ
於
て
叉
其
の
西
方
な
る
三
浦
射
舶
憶
に
於
で

inocera･

pq
園
に
於
げ
ろ
上
部
灼
班

紀
伊
の
分
卸
と
桝
此批
純
に
就
4
,て

完
111

二
三



地

拭

節
九
番

節

三
俄

I(均

二
田

nus
の
敬
見
あ
ら
舌
城
山
の
イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
暦
の
上
位
な
る
を
知
る
べ
し
｡

四
'
中

･
村

暦

土
佐
岡
中
村
町
附
近
の
上
部
白
華
紀
層
に
閥
し
て
は
'
筆
者
轟
に
地
質
単
雑
誌
堅

1八
壁

二
二
八
魂
に
託
す
る
朗

あ
ら
､
潜
時
こ
の
暦
の
範
囲
に
つ
き
で
は
金
-
不
明
の
状
に
あ
-
L
が
J
其
後
樺
山
俊
治
氏
ビ
共
に
四
嵩
十
川
流
の

追
究
を
進
め
之
を
決
定
す
る
を
得
た
ら
｡
此
の
地
層
は
砂
岩
'

貫
岩
.

石
灰
岩
締
れ
に
硬
岩
よ
-
成

-
､

其
北
蓮

は
断
轡
線
な
る
入
野
～
粕
暗
線
を
以
て
､
嵩
は
立
岩
-
伊
興
野
川
線
を
以
て
安
塾
州
厨
に
界
す
､
達
向
兼
樹
に
し
て

中
筋
川
以
北
に
於
て
は
傾
斜
概
ね
北
に
し
て
其
の
以
南
に
於
で
は
商
を
指
し
此
虞
に

一
背
斜
を
形
っ
-
る
も
の
の
如

し
.
こ
の
背
斜
軸
は
閲
見
だ
頚
骨
石
の
中
間
を
東
西
に
走
る
も
の
に
し
て
此
の
地
方
の
化
石
暦
の
閲
係
は
此
の
想
定

の
下
に
記
載
す
べ
し
.
園
児
の
貫
岩
中
に
は
八
木
正
衛
氏
記
載
の
如
-

lnoceram
us
crip
sis
即
ち
吾
人
の

Inos

ceram
us
re
gu
laris
i
)な
す
朗
の
も
の
を
座
せ
b
t
坪
田
俊
治
氏
は
近
時
束
竹
石
に
於
で

C
y
p
rina
Shik
okuensis

及
び

P
u
20
Sia
d
en
iso
n
ian
a
･P
を
獲
た

-
瓜
ふ
に
こ
の
岡
地
は
背
斜
の
両
翼
を
成
し
同

一
の
ホ
ラ
イ
ブ
ン

に
あ
る
も

の
の
如
し
､

更
に
同
氏
は
こ
の
背
斜
の
北
巽
な
る
異
同
村
人
田
に
於
て
イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
を
獲
た

-
､
然
し
て
こ
の
イ

ノ
セ
ラ
ム
ス
暦
AfJ
同
俺
に
凍
る
べ
き
も
の
は
商
翼
に
於
で
は
有
岡
南
西
の
田
圃
中
の
石
衣
岩
及
江

ノ
村
の
フ
エ
ー
コ

イ
ド
層
な
る
べ
し
､
史
に
背
斜
暦
の
牝
翼
に
放
て
最
上
層
に
軸
管
す
る
兼
山
射
佐
田
の
石
衣
岩
中
に
は
膨
多
の

C
y
･

p
rin
a
S
h
ikokuensis
を
遷
せ
-
､
聾
者
は
高
知
高
等
撃
枚
富
永
虎
馬
氏
に
よ
-
て
下
ノ
加
江
川
上
流
よ
-
洗
出
せ

る

C
y
p
rin
a
S
hikok
uensis
を

1
見
す
る
を
得
た
-
､
息
ふ
に
佐
田
石
衣
岩
の
相
骨
層
は
前
述
背
斜
の
両
翼
に
於

で
も
之
を
求
め
符
べ
き
が
如
し
｡
斯
し
て
中
村
厨
は
足
摺
岬
牛
島
を
東
西
に
賓
き
安
山番
州
暦
中
に
介
衣
せ
る
を
知
る



べ
き
L･･{
-
a

五
､
来

車

利

川

原

こ
の
地
層
は
鼻
に
筆
者
が
地
隼
雑
誌
第
三
八
巻
四
四
三
塊
及
四
四
四
鹿
に
於
で
0
1d
e
r

T
el･tia1y
E
L
で
匿
別

し
た
る
所
の
も
の
に
し
て
､
其
後
地
質
調
査
所
鈴
木
達
夫
氏
に
エ
-
て
叉
之
に
次
で
筆
者
及
韓
旧
懐
漁
民
に
よ
fh
て

此
の

O
ic:c
r
T

ertiary以
南
に
安
嘉
川
暦
聴
見
せ
ら
れ
.
こ
の

0
1del
T
eltiary
だ
し
て
慣
別
L
た
る
地
層
は
北
方

に
於
て
筆
者
の
期
間
安
薮
-
浅
川
蝕
を
以
て
､
南
方
に
於
で
は
異
岩
-
野
成
線
を
以
て
安
泰
州
厨
に
界
す
る
を
知
れ

ち
.
こ
の
地
層
は
砂
岩
､
貢
岩
'
及
締
れ
に
磯
岩
よ
-
成
-
石
炭
の
薄
層
を
介
在
す
る
こ
ど
あ

-
'
走
向
南
酉
よ
り
東

西
に
瓦
-
傾
斜
概
ね
北
を
指
せ
り
｡
こ
の
地
暦
は
瓜
ふ
に
北
方
よ
-
大
な
る
魔
力
を
受
け
た
る

In
clin
ed
an
ticlin
e

に
し
て
基
の
背
斜
軸
は
宍
喰
町
の
北
よ
-
奈
年
利
州
の
島
附
近
を
過
ぎ
田
野
村
方
面
に
亙
る
も
の
の
如
し
｡
こ
の
地

層
の
貰
岩
中
に
は

D
rift

ど
な
れ
る
植
物
を
有
せ
-
'

坪
田
俊
治
氏
は
生
見
に
放
て
褐
鈍
鋸
を
以
て
代
還
せ
ら
れ

た
る
粘
物
化
石
を
徒
た
･cl､
外
形
甚

だ歪
み
た
る
も
思
ふ
に
蘇
鎖
の
薯
な
る

べ
し
｡
聾
者
は
こ
の
地
層
を
以
て
他
の

上
部
白
望
紀
暦
ビ
同
列
に
置
-
所
以
の
も
の
は
'
岩
石
の
性
質
相
近
似
し
且

つ
安
塾
川
暦
に
介
在
す
る
状
態
'
中
村

層
だ
相
似
た
る
を
以
て
の
故
な

-
}J
す
｡
室
戸
岬
牛
島
に
於
で
之
を
構
成
す
る
安
薮
川
暦
及
奈
単
利
川
野
が
園
田
よ

-
東
西
の
走
向
を
有
す
る
に
反
し
､
足
摺
岬
牛
島
に
於
で
は
安
越
川
膚
及
中
村
瀞
は
其
の
走
向
常
に
束
酉
な
る
は
任

意
す

べ
き
事
項
な

り
bJ
す
､
室
戸
岬
牛
島
の
西
側
即
ち
土
佐
轡
に
沿
ふ
て
は
安
塾
川
暦
及
泰
平
利
川
原
の
走
向
蘭
酉

に
し
て
紀
伊
源
峡
側
に
於
で
東
西
だ
な
る
は
'
こ
れ
賓
に
足
摺
岬
の
尭
側
を
土
佐
轡
に
沿
ひ
北
東
に
横
断
す
る
断
層

あ
る
に
基
因
す
る
も
の
･,J
す
｡
前
述
せ
る
所
に
よ
-
四
囲
に
於
け
る
上
部
自
重
牌
の
分
布
を
了
し
た
れ
ば
筆
者
は
疋

e
I図
に
於
け
る
上
部
山
誠
紀
厨
の
分
布
と
林
穀
粒
に
就
さ
て

1
八
筑

二
五



地
.

球

筋
九
懸

節
三
雄

ス
パ

二
六

に
進
ん
で
四
図
を
横
断
す
る
主
婆
断
骨
組
に
就
き
で
論
述
せ
ん
だ
欲
す
｡

島
閥
四
囲
は
兼
閥
に
長
-
延
び
て
其
の
地
勢
南
西
日
本
･,J
l
致
し
､
其
の
瀬
戸
内
海
に
而
す
る
北
蓮
に
於
で
は
憾

灘
及
播
磨
洋
の
潜
入
あ
-
､
其
の
太
卒
洋

(
小
勝
北
塵
の
寓
日
本
海
)
に
両
す
る
開
通
に
於
て
は
土
佐
轡
の
著
る
し

き
轡
入
あ
-
て
､
其

の東
西
爾
側
は

-
ア
ス
式
の
海
岸
線
を
以
て
紀
伊
及
豊
後
術
海
峡
に
接
す
､
感
激
及
土
佐
滑
の

滞
入
た
る
嘗
て
ナ
ウ
マ
ン
博
士
が

X
esseTlb
rnch
c
な
る
語
を
以
て
衷
は
し
誰
尊
者
の
認
め
て
以
て
階
投
と
な
す
朋

の
も
の
だ
ゎ
､
南
土
佐
の
地
形
た
る
東
西
に
室
戸
岬
及
足
摺
岬
の
爾
牛
島
突
出
し
其
の
間
に
土
佐
輝
を
抱
き
其
の
海

岸
線
た
る

1
大
孤
形
を
轟
き
海
岸
多
-
は
岩
壁
を
以
て
成
れ
ト
も
筆
者
は
四
寓
十
川
舵
の
追
究
を
寓
空
佐
に
試
み
前

逃
せ
る
問
牛
島
に

一
大
断
層
あ
-
て
土
佐
轡
及
田
圃
の
陸
塊
を
北
東
に
横
断
し
､
乾
に
播
磨
洋
に
入
-
て
之
を
南
北

に
裁
断
す
る
を
知
れ
･Cへ

こ
の
断
層
線
た
る
筆
者
が
引
田
-
野
市
鋭
ビ
栴
す
る
朗
の
も
の
に
し
て
'
こ
の
線
の
南
に

め
-
て
は
足
摺
岬
の
東

方
よ
-
土
佐
幣
を
足
摺
岬
牛
島
の
兼
側
に
沿
ひ
北
兼
の
方
向
に
進
み
野
市
町
よ
り
大
栃
町
を

経
て
池
谷
鋭
山
の
兼
を
過
ぎ
讃
岐
引
臼
町
附
近
を
通
過
し
播
磨
洋
に
入
る
も
の
に
し
て
､
四
囲
の
陸
魂
は
こ
の
断
層

線
に
よ
-
て
某
酉
の
二
片
に
敢
断
せ
ら
れ
た
-
.
今
足
摺
岬
方
面
の
四
寓
十
川
舵
を
検
す
る
に
安
薮
川
暦
に
介
在
す

る
中
村
暦
は
之
AiJ
相
紺
連
す
べ
き
室
戸
岬
方
面
の
奈
牛
利
川
腎
.i)の
間
に
喰
違
ゐ
を
鐘
じ
'
引
阿
-
野
市
淡
に
よ
り

で
泰
平
利
川
暦
は
中
村
層
よ
り
水
平
に
約
七
六
粁
北
東
に
移
動
せ
る
も
の
.fJ
静
め
程

ペ
し
､
即
ち
土
佐
轡
の
茶
筒
両

側
に
於
で
素
月
の
側
に
足
摺
岬
の
側
よ
り
七
六
粁
北
東
に
移
動
せ
る
も
の
に
し
て
､
こ
の
劇
し
き
移
動
に
際
し
て
富

戸
岬
方
面
の
安
感
川
及
泰
平
利
川
前
暦
は
引
田
-
野
市
線
に
近
-
其
の
本
家
の
東
西
の
走
向
を
鍵
じ
て
覇
蘭
に
引
き

曲
げ
ら
れ
た
り
､
然
し
て
こ
の
大
移
動
の
痛
め
物
部
川
の
下
部
自
重
紀
暦
は
東
西
よ
-
未
北
に
其
の
走
向
を
晒
せ
ら



れ
｣

帝
焦
慮
亡
.結
晶
片
岩
居
の
界
及
結
晶
片
岩
ビ
和
親
砂
岩
轡
亡
の
界
は
=
の
斯
層
線
の
東
西
弼
側
に
放
て
喰
漆
ゐ
I

を
佳

じ
瀬
戸
内
海
に
於
て
淡
路
及
撫
養
方
面
の
和
泉
砂
岩
膚
は
蘭
岐
引
帽
附
近
の
和
敷
砂
岩
静
よ
り
刺

一
二
粁
北
兼

に
移
動
せ
る
を
見
る
べ
し
､
土
佐
轡
の
成
因
は
こ
の
大
移
動
に
件

へ
る
.
1
部
層
群
に
基
因
す
る
も
の
に
し
て
播
磨
洋

は
こ
の
移
動
に
原
因
す
る
地
盤
の
隅
没
な
る
こ
と
明
か
な

-
､.
然
し
て
引

m
-
野
市
線
の
中
岡
に
於
け
る
延
長
は
恐

ら
-
小
藤
先
生
の
九
山
川
～
脈
路
線
に
該
皆
す
る
も
の
な
る
ペ
-
期
し
て
引
出
-
野
市
親
の
延
長
は
四
囲
中
岡
を
横

断
す
る
商
圏
H
本
の
主
婆
構
造
娘
の

一
な
る
こ
ビ
疑
は
き
な

り
｡
上
越
引

田
～
野
市
淡

だ
朝
平
行
し
て
四
図
を
横
断

す
る
も
の
に
他
の

一
線
あ
-
之
を
壬
境
川
-
八
幡
潰
敵
だ
な
す
､
こ
の
線
は
亜
後
水
道
を
九
州
の
米
側
に
沿
ひ
北
々

光
に
進
み
八
幡
横
町
よ
-
壬
庄
川
に
賞
-
も
の
に
L
.tJ
こ
の
線
に
よ
り
て
酉
四
囲
は
栗
再
開
片
に
裁
断
せ
ら
れ
其
西

片
は
捻
出
附
近
の
和
泉
砂
岩
闇
に
徴
す
る
に
約
二

一
粁
南
西
に
移
動
せ
る
も
の
の
如
し
､
こ
の
紋
の
某
国
両
側
を
槍

す
る
に
大
洲
町
附
近
に
於
て
結
晶
片
岩
だ
古
蕉
暦
ど
の
界
に
喰
ひ
蓮
ゐ
を
壁
せ
し
め
た

-
､
筆
者
は
憩
復
水
追
及
熔

灘
6
5･隅
没
が
こ
の
線
に
負
ふ
新
大
な
る
を
宿
せ
る
も
の
に
し
て
'
こ
の
銀
の
延
長
は
中
開
に
於
で
は
大
山
火
山
の
栗

鳥
取
絹
附
妃
に
表
は
る
る
も
の
の
如
し
｡

筆
者
は
轟
に
和
泉
山
脈
及
紀
州
湯
浅
附
近
の
ト
-
ゴ

エ
ア
砂
岩
の
研
究
を
試
み
配
伊
海
峡
に
滑
ひ
四
囲
ビ
紀
州
だ

の
間
に
断
層
㈲
る
を
知
れ

-
､
こ
の
断
層
た
る
や
恐
ら
-
前
逃
せ
る
引
田
U
野
市
及
壬
生
川
…
八
幡
潰
紋
に
平
行
す

る
も
の
に
し
て
室
戸
岬
の
束
は
四
囲
に
闇
ひ
加
太
海
峡
を
通
過
し
六
甲
川
里

二
ノ
宮
附
近
に
て
横
ぎ
-
舞
鶴
轡
に
出

る
も
の
に
し
て
皿
ふ
に
こ
の
断
暦
線
は
紀
伊
梅
幌
大
阪
幣
及
舞
鶴
噂
財
超
す
に
カ
め
-
し
も
の
L･4
る

ペ
L
O
上
越
せ

る
引

1苅
-
野
竹
及
壬
庄
川

-
八
幡
潰
兼
に
よ
･il
で
田
圃
は
基
部
中
部
及
輯
部
の
三
片
に
分
た
れ
た
る
を
見
る
ペ
-
～

門
閥
に
於
げ
ろ
上
部
･;
紹
縦
倍
の
分
村
と
精
出
紬
に
洗
立
て

】八心

二
七
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球
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各

節
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定

二
八

申
片
の
兼
片
に
封
す
る
閲
係
を
見
る
に
引
田
･-
野
市
兼
は
北
西
に
傾
斜
せ
る
押
上
断
層
に
し
て
こ
れ
が
薦
め
申
片
は

兼
片
Ti
近
-
其
の
高
度
生
歯
め
た
る
を
知
る
べ
し
､
重
鎮
川
-
八
幡
横
線
に
よ
,D
で
相
接
す
る
中
片
及
西
片
は
西
片

の
方
断
層
面
に
沿
ひ
落
ち
込
み
た
る
も
の
な
ら
ん
か
.
瓜
ふ
に
上
些

二
断
層
た
る
其
起
瀞
は
上
部
自
重
配
以
後
に
し

て
恐
ら

-
M
i.
cene
Re
v

.
tu
ti.n

の
骨
時
な
る
ペ
-
此
の
際
前
逃
せ
る
断
層
を
生
じ
足
摺
岬
ビ
室
戸
岬
は
引
き

離
た
れ
.

四
囲
だ
九
州
ビ
引
き
離
た

れ
'

四
囲
だ
紀
州
･tJ
引
き
経
た
れ
､
貴
慮
に
土
佐
潜
豊
後
紀
州
嗣
塩
焼
の
成

田
あ
わ
し
も
の
の
如
し
､
然
る
に
其
後
第
三
配
の
釆
洪
積
配
の
始
め
に
於
て
播
磨
洋
及
熔
灘
の
陥
没
ゐ
ゎ
て
其
際
石

槌
山
を
現
在
の
高
さ
に
隆
起
せ
し
め
た
-
､
其
常
時
四
囲
の
北
速
は
伊
像
図
太
角

ノ
鼻
及
讃
岐
囲
大
嶋

ノ
鼻
に
於
で

中
開
に
連
な
-
L
も
､
其
の
通
船
個
所
た
る
多
-
の
亀
裂
を
有

L
､
霜
に
下
踊
海
峡
及
鼻
後
水
道
及
紀
伊
海
峡
よ
-

急
潮
入
り
衆
-
現
在
こ
の
方
田
の
海
峡
及
嶋
唄
の
源
蝕
よ
-
成
る
こ
ビ
小
藤
先
生
の
湘
14
内
成
因
論
に
詳
述
せ
ら
る

る
が
如
-
な
る
を
信
や
｡
瓜
ふ
る
蘭
西
日
本
に
於
て
は
上
述
せ
る
三
断
層
に
平
行
せ
る
も
の
荷
は
他
に
求
め
祐
ペ
し

例

へ
ば
名
古
屋
閣
ビ
能
登
轡
を
通
ぬ
る

1
歳
'
児
鬼
島
滞
よ
-
別
雁
樫
に
出
て
鹿
島
市
よ
-
蛤
江
附
近
に
至
る
も
の
.

有
明
轡
よ
り
石
州
潜
的
附
近
に
至
る
も
の
等
あ
-
て
'
之
等
の
轡
入
叉
は
内
海
を
壁
せ
し
め
た
る
も
の
な
る
ペ
し
0

故
比
企
教
授
は
嘗
て
六
甲
山
附
近
の
東
泉
を
研
究
せ
ら
れ
､
又
屡
四
囲
を
踏
査
せ
ら
れ
'
嘗
て
聾
者
に
中
国
よ
り
四

囲
土
佐
轡
に
瓦
も
て

l
大
断
層
の
横
断
す
る
も
の
あ
る
べ
き
を
説
か
れ
L
を
記
憶
す
:

又
小
川
教
授
は
酉
南
日
本
地

質
構
造
概
観

(
地
質
要
報
第
十
九
忠
節

1
放
明
治
州
九
年
)
に
於
て
土
佐
埼
播
磨
洋
及
若
狭
轡
を
連
ね
る
構
造
銀
を

漁
想
せ
ら
れ
た
る
は
'
共
に

一
大
卓
識
に
し
て
爾
数
按
の
先
見
は
筆
者
の
引
田
-

野
市
線
に
よ
-
て
賓
覗
せ
ら
れ
た

る
も
の
.fJ
云
ふ
ペ
し
｡

轟
に
奥
丹
後
網
野

-
峰
山
地
震
に
際
し
て
京
大
中
村
数
授

は
こ
の
地
震
に
し
て
耽
々
鰐
-
南



々
束
の
間
健
に
治
ひ
来
光
都
岡
没
し
て
的
三
水
二
八
北
に
移
動
せ
る
を
説
き
'
之
等
の
現
象
は
塀
三
紀
の
初
期
よ
-

日
本
群
島
に
働
-
他
動
に
し
て
之
れ
弧
の
短
縮
な
rJ-
fJ
袷
せ
ら
れ
､
叉
小
川
数
控
は
こ
の
地
震
を
許
し
て
之
れ
貿
t

Ll
本
腔
島
を
棟
桁
し
て
地
質
時
代
に
起

-
L
横
LL
運
動
の
梢
潟
し
富
士
火
山
帯
の
酉
に
於
て
五
十
年
楽
浪
尾
地
方
だ

丹
後
地
方
E
に
麗
-
し
も
の
だ
述

べ
ら
れ
た
る
に
比
し
四
閥
の
上
些

二
断
簡
の
意
義
殊
に
洗
う
も
の
あ
り
｡
近
時
小

藤
先
生
の
著

T
h
e
T
aZim
a
E
a
rt

hquake
of
L92
5

あ
も
其
の

一
節
に
日
本
海
の
成
因
.1J
其
の
海
底
の
状
を
明
か
に

L

N
otoid
B
n
k
tJ
但
馬
地
震
ど
の
関
係
に
放
て
暗
示
せ
ら
れ

C
ul

d
e
s
a
c

は

Nodalp
o
in
t
を
な
し
､
之
よ
-

地
裂
線
の
陸
地
に
向
ひ
射
出
せ
ら
る
る
場
合
あ
る
を
訟
か
れ
た
-
､
前
述
せ
る
四
囲
の
箭
断
瀞
の
延
長
が

N
otoid

B

ankの
C
ul
de
sIC
に
草
魚
･Jl
又
は
之
に
接
近
す
る
の
観
あ
る
は
極
め
て
注
意
す

べ
き
こ
ど
な
り
FJ-J
す

べ
し

､
小

藤
先
生
の
中
岡
筋
の
抽
貌
式
を
論
せ
ら
れ
た
る
叉
近
武
の
此
著
の
如
き
南
西
日
本
の
研
究
に
大
方
針
を
典

へ
ら
れ
た

る
も
の
に
し
て
筆
者
の
此
文
を
革
す
る
に
常
-
先
生
の
論
文
に
負
ふ
朗
大
な
る
も
の
あ
h
l｡

主

要
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